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家
族
や
地
域
へ
の
愛
を
綴つ
づ

っ
た
川
柳
句

「
福
島
県
川
柳
賞
」
で
正
賞
に
輝
く

佐
藤  

善ぜ
ん
じ治

さ
ん
（
桑
折
）

こ
お
り
暮
ら
し 

ZENJI
SATO

桑折川柳クラブほか、さまざまな教室で講師を務
める佐藤さん。著書に「川柳句集　合わせ味噌」（針
葉館出版）

◦国民健康保険税（普通徴収5期）
◦介護保険料（普通徴収5期）
◦後期高齢者医療保険料
◦個人事業税（後期）
◦伊達西根堰土地改良区費

（普通徴収4期）

（後期）

◆人口（前月比）  10月1日付

人口 計 11,774 人 （＋2）
男 5,621 人 （＋2）
女 6,153 人 （±0）

世帯数 4,604 世帯 （±0）
転入 26人
転出 14人

出生  5人
死亡 15人

◆今月の納税

期限　12月2日月

※住民基本台帳
　外国人含む

◆住民票/戸籍/印鑑・税証明窓口延長（毎週木曜日、午後7時まで）
※当日午後5時までに税務住民課（☎582-2114）へ予約。祝日除く。

　

福
島
県
と
県
川
柳
連
盟
、
福
島
民
報
社

が
主
催
す
る
「
第
39
回
福
島
県
川
柳
賞
」

で
、
見
事
正
賞
に
選
ば
れ
た
佐
藤
千
四
さ

ん
（
本
名
・
善
治
さ
ん
）。
本
作
品
展
で

過
去
に
二
度
の
入
選
経
験
が
あ
る
中
、
今

回
つ
い
に
そ
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
待

ち
に
待
っ
た
吉
報
に
「
思
わ
ず
受
話
器
を

置
い
て
、
万
歳
を
し
た
」
と
か
。

　

退
職
し
て
か
ら
本
格
的
に
川
柳
を
始
め

た
佐
藤
さ
ん
。
1
ヵ
月
で
詠
む
句
は
百
句

を
超
え
る
と
か
。「
家
族
と
過
ご
し
て
い

る
時
や
外
出
し
て
い
る
時
、
何
気
な
い
日

常
に
お
か
し
み
の
発
見
が
あ
る
」
と
話
し

ま
す
。
句
に
使
え
そ
う
な
場
面
に
出
く
わ

す
と
、
メ
モ
を
と
る
こ
と
を
欠
か
し
ま
せ

ん
。
右
手
の
大
き
な
ペ
ン
ダ
コ
は
、
そ
の

努
力
の
証
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
川
柳
と
は
、「
友

だ
ち
」
で
あ
り
、「
生
き
が
い
」。
県
内
は

も
と
よ
り
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
句
会

に
積
極
的
に
参
加
し
、
全
国
の
川
柳
仲
間

と
語
り
合
う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
句

を
詠
み
続
け
た
い
。
全
国
に
『
桑
折
』
の

名
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

【今月の表紙】
今回の台風で被害が大きかった北沢
地区。桃農家を営む後藤さん夫婦の
農園でも、泥にまみれて横たわる枝
木が、水害の威力を物語っています。
何とか無事だったこの大木は、17
年間大切に育ててきたものだとか。
「よくぞ耐えてくれた」と労いの言
葉をかける哲男さん。この希望の桃
の木と共に生きていこうと、枝葉を
見つめるふたりに、やさしい木漏れ
日が降り注いでいました（愛莉）


